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街かど
東金市社会福祉協議会 

人と人 ・ 人と地域をつなぐ

　皆さん「社協」という言葉を聞いたことはありますか？
社協とも呼ばれる社会福祉協議会では、「誰もが安心し
て暮らすことができる福祉のまちづくり」のため、地域
の皆さん、地区社協、民生委員・児童委員、社会福祉施
設、ボランティアや市民活動団体、福祉サービスを提供
する事業者など、さまざまな団体・組織の理解と協働に
よって、地域福祉を推進する社会福祉団体です。
　市民の方が気づいた地域課題の解決に向けて、地域み
んなで話し合い、活動できるように支援する役割を担っ
ています。
　

 誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

 みんなが安心して暮らせるまちに向けて

　私はその「社協」で社会福祉士として、地区社協、ボラ
ンティア、民生児童委員事務局、高齢者福祉や児童福祉
分野の業務に携わっています。
　福祉関係について学んだ大学時代、その知識で生まれ
育った東金に貢献したいという思いから、地元・東金で
の就職を決意し、今に至ります。
　子どもから高齢の方まで幅広い世代の方々と関わる毎
日は、自分にとって学びと刺激の連続です。地域の方と
の会話から、さまざまな知識などを学ぶこともあります。
そうして学んだ知識や経験を今後、まちのために活かし
ていきたいです。

 地域福祉の最前線で学びの毎日

 12月6日（日）はチャレンジドフェスタ！

　特にやりがいを感じる仕事は、福祉教育の学校での実
践です。学校では、子どもたちが高齢者の疑似体験、手
話やガイドヘルプ体験を通じて身体の変化や障がいへの
理解を深めます。体験から生まれる気づきや素直な反応
を見た時は特に嬉しいです。またこの福祉教育は、当事
者の方、地域の方や施設の方に協力をいただいています。
同じ空間で、同じ目的を持って子どもたちと関われるこ
と、自分の思いが伝わることにやりがいと充実感を感じ
ます。
　皆さんに気軽に頼ってもらえる存在になるために。「社
協の人」ではなく「社協の宮田」と覚えてもらえるように。
今後も地域の方からの学びを大切に、自身が成長し、人々
の健康や安心につながる活動に関わりたいです。
　一方でこの地域の、高齢化やつながりの希薄化といっ
た課題を感じるときがあります。社協の職員として地域
の方々の声も大切にしながら、人と人、人と地域をつな
ぐ機会をつくり、地域の方と一緒に安心して暮らせるま
ちをつくりたいですね。

　今回で18回目を迎えるチャレンジドフェスタ。「チャ
レンジド」とは「障がい者」「挑戦する人」という意味があ
ります。体験ブースや演芸、模擬店販売を通じて障がい
のある方や支援団体、地域住民が交流できる場所です。
ふれあいセンターで開催します。ぜひ多くの方に参加し
ていただきたいです。

社会福祉士  宮
み や た

田 瑞
み ず き

月 さん


